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　3月に行われた平成 30 年第 1回阿賀野市議会定例会で、

市長が述べた施政方針の概要を紹介します。施政方針とは、

市長の市政運営に対する基本姿勢や重点施策などを説明す

るものです。

２　教育

～すべての子どもたちが未来に夢を育むまち～

１　子育て

～安心して子育てができるまち～

●子育て世代包括支援センター（新設）

　妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援

を行います。

●妊産婦医療費助成（新規）

　市民税非課税世帯の妊産婦に医療費を助成しま

す。

●産後健診費助成

　産後母子健診（産婦健診・乳児 1か月健診）の

費用を助成します。

●年収により保育料を無料化

　年収 500 万円以下相当の世帯は、上の子の年

齢にかかわらず第 3子以降の保育料を無料としま

す。さらに年収 360 万円未満相当の世帯は、上の

子の年齢にかかわらず第 2子以降の保育料を無料

とします。

●紙おむつプレゼント事業

　第 3子以降を対象に、1歳の誕生月まで月 5,000

円を助成します。

●京ヶ瀬こども園・京ヶ瀬児童クラブ（新設）

　京ヶ瀬地区の子育て世帯のニーズに応えるた

め、0～ 2 歳児や小学生の放課後保育ができる環

境を整備します。

●あがの子育て支援センターにこにこ（拡充）

　ファミリーサポートセンターの窓口をあがの子

育て支援センターにこにこに一本化するととも

に、一時預かりできる時間を延長します。

●保育園舎等改修への補助

　保育園や認定こども園の計画的な改修に対して

補助します。

●子ども医療費助成

　高等学校卒業年齢までの子どもを持つ保護者に

対して、医療費の一部を助成します。

●ひとり親家庭の就労支援

　就職するために必要な資格取得に掛かる経費の

一部を助成します。

●中学校にタブレット端末を配備（拡充）

　タブレット端末や電子黒板などを配備して、情

報通信技術を活用した授業を行います。

●子ども・夢未来創造事業（新規）

　中学 1年生に対して、親しみのある講師が夢や

希望を持つことの大切さを伝えます。

●あがの子ども未来フォーラム

　未来を担う児童生徒が、学習活動の成果を発表

します。

●英語力向上推進事業

　スピーチコンテストなどを通じて、英語に親し

みが持てるようにします。

●地域連携活動の実施

　地域のコーディネーターと連携し、地域に根差

した伝統行事や地域貢献活動などの学習を行いま

す。

●中学校部活動の外部指導者による指導（拡充）

　教員の多忙化を解消し、部活動の成績向上につ

なげます。

●要保護・準要保護の児童生徒の就学援助

　昨年度に引き続き、部活動経費も対象にすると

ともに、入学前の学用品購入費を支給します。

●放課後スクール・温故塾（拡充）

　小学 5・6 年生や中学生の自主学習を支援しま

す。
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通
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取
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史
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施
方針
政

平成30年度
妊娠期からの支援

多子世帯への支援

子育て世帯への経済的支援

子育て環境の整備

特色ある教育 教育環境の整備

2
つ
の
政
策
課
題
と

6
つ
の
基
本
軸

今
年
は
明
治
１
５
０
年
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３　健康

～いつまでも元気で健康に暮らせるまち～

●消化器病センター（新規）

　あがの市民病院で消化器の研究を行い、寄附講

座を開催することで、健康寿命の延伸につなげま

す。

●新潟大学医学部健康講座塾

　疾病予防や病気の悪化を防ぐため、新潟大学医

学部の協力を得ながら、専門的な知識を分かりや

すく説明するとともに、理学療法士や栄養士など

の専門職が実践指導を行います。

●ラジオ体操健康塾（拡充）

●フィットネス教室健康塾

　気軽にできるラジオ体操やフィットネスの普及

活動を行います。

●地域リハビリテーション活動支援（新規）

　地域のサロンなどにリハビリテーション専門職

を派遣して、介護予防効果を向上させます。

●認知症初期集中支援チーム（新規）

　認知症の初期段階で本人や家族に集中的な支援

を行い、地域で自立した生活が送れるよう支援し

ます。

５　経済

～多様な地域資源を生かしたまち～

●育苗ハウス整備への助成（拡充）

　育苗時以外に園芸作物を栽培する場合、ハウス

の整備費用の 3分の 1を助成します。

●園芸施設整備への助成（新規）

　県補助事業を活用して、新たに施設園芸に取り

組む農家に対して、上乗せ助成します。

●うららの森農園ハウスの活用

　情報通信技術を活用した施設園芸の試験栽培

や、市民・観光客への周知・販売を行います。

●ほ場整備（拡充）

　農地の区画を大規模化し、作業効率を上昇させ

ます。

●安田瓦普及支援事業

　安田瓦を使用して新築またはふき替えをした住

宅の建築費用に対して助成します。

●安田瓦強化推進事業

　安田瓦の営業、製造、ＰＲなどの取り組みを支

援します。

●安田瓦ロードの整備

　標識を設置して、観光客が散策しやすい環境を

整備します。

●瓢湖の整備

　瓢湖の駐車場や園路を整備するとともに、イベ

ント時のライトアップを行い、通年観光の拠点づ

くりを進めます。

６　協働

～全ての世代が活躍するまち～

●市政モニター制度（新規）

　市民の意見や要望を継続的に伺い、市政運営に

反映させます。

●あがのポイントカード

　市民活動や健康づくり事業などに参加した人

に、まちづくりポイントを付与します。

●道路側溝清掃の支援

　自治会が行った道路側溝清掃の汚泥処分を行う

ほか、清掃を業者委託した場合の経費に対して助

成します。

●あがの市民活動補助事業

　市民団体などが自主的に行う公益的な活動を支

援します。

●安田地区複合施設の開所

　平成 31 年 3 月に、安田支所と公民館や図書館

の機能を併せ持つ施設を開所します。

●自治会集会施設への助成

　集会用施設の建築・修繕費用に対して助成しま

す。

４　暮らし

～安全・安心に暮らせるまち～

● 住宅取得への助成（虹の架け橋住宅取得支援事

業）

●住宅リフォームへの助成

●下水道早期接続、浄化槽設置への助成

　住環境の整備の促進と、それに伴う市内建設業

の受注機会の確保を図ります。

●交通安全施設の整備

　交通事故が多発する交差点での対策工事を行う

ほか、カーブミラーを計画的に設置します。

● バス停留所上屋・バス利用者用駐車場（新規）

の整備

　バス停留所の上屋を整備するとともに、駐車場

の整備も行い、パークアンドライドを促進します。

●市営バスのデマンド運行の試行

　利用者が少ない路線で事前予約制によるデマン

ド運行を行い、目的地への直送や運行時間の短縮

など、利便性を向上させます。

●消防団小型動力ポンプ付積載車の更新

●消防団装備品の更新（拡充）

　消防団の車両や装備品を計画的に更新します。

●消火栓用ホースなどの交付

　初期消火用として、自治会で消火栓に設置する

ホースなどを一部負担で交付します。

医療の充実 高齢者の健康づくり

健康づくりの普及啓発

公共交通の充実

交通環境の向上

住環境の向上

防災・減災対策

観光振興

商工業振興農業振興

コミュニティ活動拠点の整備

市民と行政の協働

市民主体の市政運営
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一
般
会
計
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算

●民生費

　 高齢者や障がい者、児童の

福祉などに

●土木費

　 道路や河川、公園の維持・

整備などに

●総務費

　 自治会や市営バスの運営な

どに

●公債費

　借りたお金の返済に

●教育費

　 学校や図書館、公民館の管

理運営・整備などに

●衛生費

　 ごみ処理や医療、病気予防

などに

●農林水産業費

　 農業や畜産業の振興などに

●消防費

　消防や救急活動などに

●商工費

　 商工業や観光の振興などに

●議会費

　議会運営に

■この記事に関する問い合わせは、企画財政課 財政係へ　☎ 62-2510

※詳しい内容は、市ホームページに掲載しています。

阿賀野市の家計簿

◆ 収入 ◆◆ 収入 ◆

家庭 市 金額（円）

給与

基本給 市税、地方交付税 188,100

諸手当
地方譲与税・交付

金、国県支出金
88,300

パート収入ほか

諸収入、分担金・

負担金、使用料・

手数料など

11,900

預金の利息 財産収入 1,100

預金の取り崩し 繰入金 8,000

前年度の残金 繰越金 3,300

銀行からの借り入れ市債 32,600

合計 333,300

家庭 市 金額（円）

食費 人件費 57,600

医療費、教育費 扶助費 65,400

光熱水費、消耗品費 物件費 45,400

車の修理費など 維持補修費 3,900

家の改修、車の購入

費など
普通建設事業費 48,600

自治会費、サークル

活動費など
補助費等 21,100

子どもへの仕送り 繰出金 46,000

預金の積み立て
積立金・投資お

よび出資金等
7,100

借り入れの返済 公債費 38,200

合計 333,300

①水道事業会計

　安全な水道水を確保・供給するための会計です。

収益的収入：13 億 1,069 万円　支出：12 億 2,232 万円

資本的収入：03 億 9,630 万円　支出：10 億 1,636 万円

②病院事業会計

　あがの市民病院を運営するための会計です。

収益的収入：05 億 0,926 万円　支出：09 億 4,575 万円

資本的収入：00 億 3,950 万円　支出：00 億 7,444 万円

①国民健康保険特別会計 40 億 7,119 万円

②後期高齢者医療特別会計 08 億 0,663 万円

③介護保険特別会計 49 億 0,256 万円

④公共下水道事業特別会計 27 億 2,628 万円

⑤集落排水事業特別会計 02 億 5,191 万円

⑥押切外四ヶ大字財産区特別会計 00 億 0,502 万円

⑦少年自然の家特別会計 00 億 3,160 万円

⑧工業団地造成事業特別会計 00 億 0,208 万円

事業会計・特別会計
　事業会計・特別会計とは、特定の事業を行う際、特定の歳入を特

定の歳出に充て、一般の歳入歳出とは区別して経理する必要がある

場合に設置する会計です。 ◆ 支出 ◆◆ 支出 ◆

歳入歳出

一般会計総額一般会計総額

202202億億7,0007,000万円万円
前年度比 5億

2,000 万円（
2.6％）増

前年度比 5億
2,000 万円（

2.6％）増

地方交付税
70 億 1,800 万円
（34.6％）

市税
44 億 2,110 万円
（21.8％）

国県支出金
43 億 1,202 万円
（21.3％）

市債
19 億 7,990 万円
（9.8％）

歳入の内訳（構成比）

地方譲与税・交付金
10 億 5,983 万円
（5.2％）

負担金・繰越金など
4億 4,243 万円
（2.2％）

繰入金
4億 8,737 万円
（2.4％）

諸収入
5億 4,935 万円
（2.7％）

歳出の内訳（構成比）

民生費
62 億 1,442 万円
（30.7％）

土木費
29 億 6,546 万円
（14.6％）

総務費
26 億 6,684 万円
（13.2％）

公債費
22 億 4,564 万円
（11.1％）

教育費
18 億 2,605 万円
（9.0％）

衛生費
15 億 7,515 万円
（7.8％）

農林水産業費農林水産業費
10 億 3,060 万円10 億 3,060 万円
（5.1％）（5.1％）

消防費
8億 8,010 万円
（4.3％）

商工費
6億 5,187 万円
（3.2％）

議会費
1億 6,369 万円
（0.8％）

その他
5,018 万円
（0.2％）

歳出予算の
内容

◆ 事業会計 ◆◆ 事業会計 ◆ ◆ 特別会計 ◆◆ 特別会計 ◆

　市の一般会計当初予算を年収 400 万円の家庭に置き換えて、1か月の家計簿を作ってみました。

支出では家の改修の割合が増え、収入ではそれに対する銀行からの借り入れが増えています。
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介護保険制度の保険料が
4 月から変わります

■この記事に関する問い合わせは、高齢福祉課 介護保険係へ　☎ 62-2510

基準額の決め方

阿賀野市で必要な介護

サービスの総費用 ×
65歳以上の人の

負担割合 23％ ÷
阿賀野市に住む

65 歳以上の人数 ＝ 基準額

所得段階 対象者 調整率 保険料

第 1段階

生活保護受給者

世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年

金収入額が 80 万円以下の人

基準額

× 0.45

02,919円（月額）

3万5,000円（年額）

第 2段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年

金収入額が 80 万円超 120 万円以下の人

基準額

× 0.75

4,865円（月額）

5万8,300円（年額）

第 3段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年

金収入額が 120 万円超の人

基準額

× 0.75

4,865円（月額）

5万8,300円（年額）

第 4段階
世帯に市民税の課税者がいるが、本人は住民税非課税で前

年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

基準額

× 0.90

5,838円（月額）

7 万円（年額）

第 5段階
世帯に市民税の課税者がいるが、本人は住民税非課税で前

年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円超の人
基準額

6,486円（月額）

7万7,800円（年額）

第 6段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未満

の人

基準額

× 1.20

7,784円（月額）

9万3,400円（年額）

第 7段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以上

160 万円未満の人

基準額

× 1.30

8,432円（月額）

10万1,100円（年額）

第 8段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 160 万円以上

200 万円未満の人

基準額

× 1.40

9,081円（月額）

10万8,900円（年額）

第 9段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以上

240 万円未満の人

基準額

× 1.50

9,729円（月額）

11万6,700円（年額）

第 10 段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 240 万円以上

300 万円未満の人

基準額

× 1.60

1万0,378円（月額）

12万4,500円（年額）

第 11 段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300 万円以上

の人

基準額

× 1.70

1万1,027円（月額）

13万2,300円（年額）

●市の平成30年度から平成32年度の所得段階別介護保険料

●改定内容

①  65 歳以上の人の月額保険料基準額が 6,286 円か

ら 6,486 円になります（200 円の増額）。

② 所得段階で第 8 段階から第 11 段階の対象者を

決める前年の合計所得金額の上限を 10 万円ず

つ引き上げます。

　介護保険制度は、住み慣れた地域で安心して暮

らし続けるための制度です。

　40 歳以上の人が加入して保険料を納め、介護

が必要になったときに費用の一部を負担すること

で、介護サービスを利用することができます。

　保険料は、介護保険制度を健全に運営するため、

3年ごとに見直しを行います。

●保険料が上がった主な理由

①  65 歳以上の人（第 1 号被保険者）の負担割合

の増加　22％→ 23％

②介護報酬の改定　0.54％増加

③高齢化の進展に伴う要介護認定者の増加

④介護保険サービスの充実による利用量の増加

後期高齢者医療制度の保険料率が
4 月から変わります

■この記事に関する問い合わせは、

・新潟県後期高齢者医療広域連合 業務課 資格保険料係へ　☎ 025-285-3222

・健康推進課 後期高齢係へ　☎ 62-2510

年間保険料額の決め方

・ 年間保険料額は、加入者が等しく負担する「均

等割額」と加入者の所得に応じて負担する「所

得割額」の合計です。

・ 所得割額は、加入者の前年中の総所得金額等

や世帯の所得状況を基に、一人一人の保険料を

計算します。

均等割額
1人当たり
3万6,900 円

＋
所得割額
（前年中の総所得金額等 － 基礎控除額33万円）
× 所得割率 7.40％

＝
年間保険料額
（限度額 62 万円）
※100円未満切捨て

※平成 30 年度の保険料額や納付方法は、7月中旬にお知らせします。

これまでの保険料率

均等割額 3万6,900 円 所得割率 7.40％

　後期高齢者医療制度の保険料率は、平成 20 年

度の制度開始時から据え置いてきましたが、加入

者や医療給付費の増加が今後見込まれるため、平

成 30・31 年度の保険料率を引き上げます。

※ 加入者の負担を軽減するため、新潟県後期高齢

者医療広域連合の剰余金と新潟県の財政安定化

基金を活用し、保険料の上昇を抑制します。

※ 中低所得者の保険料負担を軽減するため、賦課

限度額を 57 万円から 62 万円に引き上げます。

平成 30・31 年度の保険料率

均等割額 3万5,300 円 所得割率 7.15％

保険料の軽減について（手続きは不要です）

■均等割額の軽減

・ 同一世帯の加入者と世帯主の前年中の総所得金額等の合計に応じて保険料が軽減されます。

・5割・2割軽減の対象者が拡充されます。

■所得割額の軽減は廃止になりました

■ 制度加入前日において社会保険等の被扶養者

であった人の軽減

■ 　保険料の均等割額が 5割軽減され、所得割

額は掛かりません。軽減後の年間保険料額は

1万 8,400 円となります。

※ 市町村国保や国保組合などに加入していた場

合は、対象となりません。

※ 世帯の所得が「均等割額の軽減対象判定基準」

に複数該当する場合は、いずれか大きい方の

額が軽減されます。

※ 平成 31 年度以降は、制度加入から 2年間のみ

5割軽減となります。

■均等割額の軽減対象判定基準

同一世帯の加入者と世帯主の前年中の総所得金額等を合計した額 軽減後の均等割額

33 万円以下の場合

世帯内の加入者全員が年金収入 80 万円以下

（その他の各種所得なし）の場合
9割軽減 13,690 円／年

上記以外の場合 8.5 割軽減 15,535 円／年

33 万円＋（27 万 5,000 円×世帯の加入者数）以下の場合 5割軽減 1万8,450 円／年

33 万円＋（50 万円×世帯の加入者数）以下の場合 2割軽減 2万9,520 円／年

※軽減判定時の年金所得計算方法

※年金収入－公的年金等控除額－特別控除 15 万円（前年の 12 月末現在で 65 歳以上の人のみ）

　＝年金所得
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【係名等】

議会係

秘書広報広聴係、政策推進係、市民協働係

庶務係、人事係、電算係

危機管理係

企画係、財政係

財産管理係、入札契約係

市民税係、資産税係、収税係

市民係、相談係、環境係

環境センター

成人係、健康づくり係

国保年金係、後期高齢係

子育て係、こども若者相談支援係

地域医療推進係

福祉企画係、児童福祉係、障がい福祉係

援護係

相談支援係

介護保険係、高齢福祉係

支援係

支援係

【室名等】

安 田 支 所

京 ヶ 瀬 支 所

笹 神 支 所

子育て世代包括支援センター

障がい者基幹相談支援センター

地域包括支援センター阿賀野

地域包括支援センター笹神

課長 米山和朗（兼務）

局長 加藤勝則

課長 　部一雄

課長 菅原博徳

課長 鈴木昇二

課長 羽賀　存

課長 渡辺一雄

課長 田邊　裕

課長 山　富夫

課長 横山　修

課長 山﨑善哉

課長 本間健司

【課・局名等】

議 会 事 務 局

市長政策・市民協働課

総 務 課

危 機 管 理 課

企 画 財 政 課

管 財 課

税 務 課

市 民 生 活 課

健 康 推 進 課

地域医療推進課

社 会 福 祉 課

高 齢 福 祉 課

【部名】

次ページへ続く

◆

総

務

部

部
長
　
小
菅
章
義

民

生

部

部
長
　
米
山
和
朗

市 議 会

☆

副

市

長

★

市

長

田
中
清
善

【係名等】

社会教育係、図書館係、文化行政係、

管理係、市民スポーツ係

農林企画係、農林振興係、農林整備係、
農園振興係

商工振興係、観光係

公園管理係

庶務係、建設係、維持管理係、

国土調査係、都市計画建築係

下水道管理係、下水道維持係、下水道建設係

庶務係、営業係、工務係、維持係、浄水係

出納係

教育総務係、施設係、学事係、学校支援係

審査係

庶務係、農地調整係

改善支援係

庶務係、管理係

消防係、機械係、救急救助係、通信指令係

予防係、危険物係

消防団係

図 書 館

幼 稚 園 2 園

博 物 館

五頭連峰少年自然の家

給食センター

中 学 校 4 校

【室名等】

書記 長谷川洋悦（兼務）

課長 遠藤孝栄

書記長 山　富夫（兼務）

課長 逢坂康之（兼務）、参事 松﨑浩弥

分署長 伊藤正浩

公 民 館

体 育 館

教育センター

小 学 校 8 校

農業経営改善支援センター

かがやき分署

会計管理者（課長） 佐藤耕二

課長 加藤　昭（兼務）

署長 川　健治

局長 川　健治（兼務）

課長 齋藤弥一

課長 相馬繁行

所長 関　隆男

課長 菅井裕治

管理指導主事

　伊藤　浩

局長 長谷川洋悦

局長 前田義博

課長 圓山安德

課長 関川淳一

【課・局名等】

生 涯 学 習 課

農 林 課

商 工 観 光 課

公園管理事務所

建 設 課

上 下 水 道 局

会 計 課

学 校 教 育 課

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

総 務 課

防 災 課

予 防 課

消 防 署

消防団事務局

固定資産評価審査委員会

【部名】

◆

（
新
潟
県
か
ら
派
遣
）

部
長

　
逢
坂
康
之

教育長

消防長 肥田浩明

次長 加藤　昭

産
業
建
設
部

選挙管理委員会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

消 防 本 部

消 防 団

固定資産評価審査委員会

☆

教育委員会

★

（市役所 2階）

（市役所 2階）

（市役所 2階）

（市役所 2階）

（市役所 2階）

（市役所別館 2階）

（市役所 5階）

（市役所 3階）

（市役所 1階）

（水原保健センター1階）

（市役所 1階）

（市役所 1階）

（笹神支所庁舎）

（市役所別館 2階）

（市役所 3階）

（市役所 3階）

（上下水道局庁舎）

（市役所 1階）

（笹神支所庁舎）

（市役所 3階）

（笹神支所庁舎）

（消防庁舎）

局長 仁谷邦男

上水道次長 小林　孝

浄水場長 新保浩松

下水道次長 鈴木　智

平成 30 年度

阿賀野市行政組織
　部・課・係等の名称と配置場所は次のとおりです。

岩村弘一

〔コミュニティセンター瓢湖憩の家（4月 15 日までは白鳥の里）〕

（水原保健センター1階）

（水原保健センター2階）（福祉事務所長）

（笹神支所庁舎）

（市役所 1階）

（市役所 1階）

（笹神支所庁舎）
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▼
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安 田 支 所  ☎ 68ー3000
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
農業委員会  ☎ 62ー2420
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     
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を
共
有

し
ま
せ
ん
か
？
　
各
参
加
団
体
の
演
奏

の
後
、
ロ
ザ
リ
オ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
・
カ

ル
テ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ズ
講
習
会
と
演
奏
を

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
15
日
（
日
）
午
後
3
時

〜
5
時
（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館

▼
出
演
＝
ロ
ザ
リ
オ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
・

カ
ル
テ
ッ
ト（
ロ
ザ
リ
オ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー

ニ
、
ル
チ
ア
ー
ノ
・
ビ
オ
ン
デ
ィ
ー
ニ
、

ジ
ョ
ー
・
ラ
・
バ
ー
ベ
ラ
、
金
澤
英
明
）

▼
参
加
団
体
＝
水
原
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
新
発
田
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、

市
内
社
会
人
バ
ン
ド
な
ど

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
あ
が
の
国
際
交
流
音
楽
祭
実

行
委
員
会

▼
後
援
＝
イ
タ
リ
ア
大
使
館
、
イ
タ
リ
ア

文
化
会
館
、
阿
賀
野
市
、
市
教
育
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

㈱
研
創
　
☎
68
‐
３
２
１
２

春
の
渡
り
を
見
る
会

　
春
の
林
道
を
散
策
し
、
オ
オ
ル
リ
や

キ
ビ
タ
キ
な
ど
の
美
し
い
小
鳥
た
ち
を

観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
22
日
（
日
）
午
前
6
時

30
分
〜
9
時
※
小
雨
決
行

▼
会
場
＝
大
峰
山
（
新
発
田
市
）

▼
集
合
場
所
＝
大
峰
山
駐
車
場
（
新
発

田
市
貝
屋
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
散
策
に
適
し
た
服

装
・
靴
、
雨
具

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎
津
軽
三
味
線
・
民
謡
の
演
奏

▼
日
時
＝
4
月
15
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
木
田
亜
矢
会
（
新
潟
市
中
央
区
）

◎
歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
4
月
22
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
阿
賀
野
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
　
☎
68
‐
５
７
２
６

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
4
月
15
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館
　
☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎
篆て

ん

刻
の
会
「
第
20
回
習
作
展
」

▼
期
間
＝
4
月
17
日（
火
）〜
22
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
初
日

は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

▼
内
容
＝
篆
刻

◎
水
彩
の
会
「
第
10
回
作
品
展
」

▼
期
間
＝
4
月
25
日（
水
）〜
30
日（
月
・

振
休
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

▼
内
容
＝
水
彩
画

◎
共
通
事
項

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

お
知
ら
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢
湖
憩
の
家

5
月
1
日
（
火
）
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢
湖
憩
の

家
は
改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い
ま

し
た
が
、
工
事
が
完
了
し
た
た
め
、
5

月
1
日
（
火
）
か
ら
施
設
利
用
を
再
開

し
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
施
設
を
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
利
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

▼
受
付
開
始
日
＝
4
月
24
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
＝
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
受
付
場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
瓢
湖
憩
の
家

◎
公
園
管
理
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢
湖
憩
の

家
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
4
月
16

日
（
月
）
に
公
園
管
理
事
務
所
が
、
現

在
の
白
鳥
の
里
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
瓢
湖
憩
の
家
に
移
転
し
ま
す

（
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

▼
問
い
合
わ
せ

○ 

利
用
申
請
〔
4
月
23
日
（
月
）
ま
で
〕・

公
園
管
理
事
務
所
に
関
す
る
こ
と

　 

公
園
管
理
事
務
所

　 

☎
62
‐
２
６
９
０
（
月
曜
〜
金
曜
、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

○ 

利
用
申
請
〔
4
月
24
日
（
火
）
以
降
〕

に
関
す
る
こ
と

　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢
湖
憩
の
家

☎
62
‐
０
５
１
１

市
役
所
等
で

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
使
え
ま
す

　
市
役
所
等
で
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
Ａ
ｇ

ａ
ｎ
ｏ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ 

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
」

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
ま
す
。

▼
利
用
可
能
場
所
＝
市
役
所
、
水
原
保

健
セ
ン
タ
ー
、
水
原
総
合
体
育
館

▼
利
用
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
場
所
に
は
、

次
の
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課 

危
機
管
理
係

大
室
浄
水
場
で
保
管
し
て
い
る

放
射
性
物
質
を
含
む

汚
泥
の
管
理
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
の
東
京
電
力
福
島
第
1
原

子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
浄

水
処
理
で
発
生
し
た
汚
泥
か
ら
一
時
的

に
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、

今
も
大
室
浄
水
場
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
放
射
能
濃
度
が
低
く
、

市
が
特
別
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
特
定
産
業
廃
棄
物
」
７
９
０
ト
ン

は
、
昨
年
5
月
に
４
４
０
ト
ン
を
県
外

で
処
理
し
ま
し
た
。
残
り
の
３
５
０
ト

ン
も
5
月
中
に
処
理
す
る
予
定
で
、
全

て
の
処
理
が
完
了
し
ま
す
。

　
放
射
能
濃
度
が
高
く
、
国
か
ら
の
委

託
を
受
け
て
管
理
し
て
い
る
「
指
定
廃

棄
物
」
２
０
０
ト
ン
は
、
国
の
処
理
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
放
射
性
物

質
汚
染
対
処
特
措
法
に
基
づ
き
、
安
全

を
確
認
し
な
が
ら
保
管
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局 

大
室

浄
水
場
　
☎
62
‐
６
３
８
２

■日時＝ 4 月 15 日（日）午前 9時 30 分～午後 4時
■会場＝新江用水路桜並木、安田浄化センター隣・特設会場

◎新江桜コンサート

◎芸能発表（民踊、よさこい、ダンス ほか）

◎阿賀野市特産品の販売

◎ うんめもん市（焼きそば、ヤスダヨーグル

トなどの販売）

◎花よりだんご・まき（午後 3時ごろ）

■ 交通規制＝安田浄化

センター前の新江用

水路上下流部両岸約 800m で交通規制を行

います。誘導員の指示に従ってください。（午

前 7時～午後 6時）

■ 主催＝新江さくらまつり実行委員会

期間：4月 7日（土）～ 22 日（日）
■主催＝市観光協会

■問い合わせ＝商工観光課 観光係

新江さくらまつり

瓢湖桜まつり

■問い合わせ＝㈲お菓子の龍宝堂　☎68-2234

◎桜まつりスタンプラリーの開催
　2会場で桜まつりのスタンプを集めると、抽選

で 20 人に阿賀野市特産品をプレゼントします。

■ 日時＝ 4 月 15 日（日）午前 10 時～午後 3時
■ 会場＝新江さくらまつり会場、瓢湖桜まつり会場
■ 抽選会場＝新江さくらまつり会場
※ 各会場でスタンプをもらうと、次の特典があり

ます。

・ 新江さくらまつり会場：先着 200人に粗品を進呈
・ 瓢湖桜まつり会場：先着 100 人に季節のお菓子
を進呈

◎幸せのさくらハンカチ掲揚

　1枚 200 円で販売します。すてきな願い事を書

いて掲揚してください。

◎夜間ライトアップします

　（瓢湖湖畔には、ぼんぼりも設置）
■ 期間＝ 4 月 7 日（土）～ 22 日（日）
※ 開花状況により、ライトアップの期間が変更に

なる場合があります。

■ 時間＝午後 6時 30 分～ 9時
■ 会場＝新江用水路桜並木、瓢湖湖畔、天朝山公園

◎市内の桜名所

五頭山麓うららの森、新江用水路桜並木、瓢湖湖

畔、瓢湖白鳥公園（八重桜）、天朝山公園、国道

290 号大日原付近、五頭山麓いこいの森、賽
さい

の河

原公園、下里桜づつみ公園、梅護寺の珠数掛ザク

ラ、久保山水きん公園、赤松山森林公園

◎ さくら湯サービス、水原銘菓・コンニャクおでん

などの販売（水原商工会女性部　☎62-2047）

◎ ごずっちょ最
も

中
なか

など阿賀野市特産品の販売

（瓢湖物産会）

■日時＝ 4 月 15 日（日）午前 9時 30 分～午後 3時　■場所＝瓢湖湖畔

阿賀野市桜まつり
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　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

新
潟
駅
付
近
高
架
化
工
事
に
伴
い

列
車
の
運
休
と
バ
ス
の
代

行
輸
送
を
行
い
ま
す

　
新
潟
駅
の
高
架
駅
第
一
期
開
業
に
向

け
、
新
潟
駅
構
内
で
線
路
切
換
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
伴
い
、
信
越
本
線
、
白

新
線
、
羽
越
本
線
、
越
後
線
で
列
車
の

運
休
や
時
刻
を
変
更
し
て
運
転
し
ま
す
。

　
列
車
の
運
転
を
見
合
わ
せ
る
区
間
・

時
間
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
に
よ
る
代
行

輸
送
を
行
い
ま
す
。
混
雑
や
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
利

用
の
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
＝
4
月
14
日
（
土
）

※ 

予
備
日
…
4
月
21
日
（
土
）（
悪
天

候
等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
実

施
で
き
な
い
場
合
）

▼
バ
ス
代
行
輸
送
区
間
・
時
間

・ 

信
越
本
線
…
新
潟
駅
〜
亀
田
駅
間（
午

後
10
時
ご
ろ
〜
終
電
）

・ 

白
新
線
…
新
潟
駅
〜
東
新
潟
駅
間（
午

後
9
時
30
分
ご
ろ
〜
終
電
）、
新
潟
駅

〜
豊
栄
駅
間
（
臨
時
快
速
列
車
に
合

わ
せ
て
運
行
）

・ 

越
後
線
…
新
潟
駅
〜
白
山
駅
間
（
午

前
10
時
30
分
ご
ろ
〜
終
電
）

◎ 

4
月
15
日
（
日
）
以
降
、
新
潟
駅
の

ホ
ー
ム
が
変
わ
り
ま
す

　
新
潟
駅
の
高
架
駅
第
一
期
開
業
に
伴

い
、
地
上
ホ
ー
ム
の
1
〜
4
番
線
を
廃

止
し
、
新
た
に
高
架
ホ
ー
ム
の
2
〜
5

番
線
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新

潟
支
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
駅

高
架
化
工
事
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
０
‐
２
０
１
６
‐
１
６
０
９

毎
月
第
3
日
曜
は
「
家
庭
の
日
」

地
域
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
す

　
地
域
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

環
境
美
化
や
地
域
貢
献
の
ほ
か
、
清
掃

活
動
や
危
険
箇
所
の
点
検
を
通
し
て
、

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
た
ち
が
面
識
を

深
め
、
安
全
で
明
る
く
健
全
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
活
動
で
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
15
日
（
日
）

※ 

雨
天
決
行
。
午
前
9
時
30
分
ま
で
に

終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
方
法
＝
自
治
会
周
辺
の
道
路
や

子
ど
も
の
遊
び
場
・
公
園
な
ど
、
公
共

的
な
場
所
を
清
掃
し
て
、
ご
み
を
集
め

ま
す
。

▼
分
別
方
法
＝
缶
・
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
分
別
し
、
指
定
の
袋
に
入
れ
て
、

各
自
治
会
1
か
所
の
指
定
集
積
場
所
に

集
め
て
く
だ
さ
い
（
当
日
回
収
）。
燃
え

る
ご
み
は
各
自
治
会
の
収
集
日
に
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
荒
天
時
に
お
け
る
中
止
等

の
判
断
は
、
安
全
を
最
優
先
し
、
各
自

治
会
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

■ 納税通知書＝現金納付の場合は納付書が同封され、口

座振替の場合は「口座名義人」「口座番号」など振替

口座の情報が記載してありますので確認してください。

■ 納付できる金融機関等＝市役所・各支所、第四銀行、

北越銀行、大光銀行、さくらの街信用組合、加茂信

用金庫、北蒲みなみ農業協同組合、ささかみ農業協

同組合、新潟県労働金庫、新潟・長野県内のゆうちょ

銀行・郵便局、コンビニ

※ ゆうちょ銀行・郵便局、コンビニの場合は、納期限

を過ぎると納められません。

※ バーコード印刷のない納付書（金額が 30 万円を超

える納付書、平成 29 年度以前に発行された納付書）

やバーコードの読み込みができない場合は、コンビ

ニでの納付はできません。

■ 督促状の発送＝納期限を過ぎても納めていない場

合や口座振替で再振替できなかった場合は、納期限

後 20 日以内に督促状を発送します。

■ 納期限＝納期限は各月の月末（12 月を除く）です。

（納期限が土曜・日曜・祝日に当たるときは、その

翌営業日。口座振替も同日に振替、振替不能の場合

は翌月 15 日に再振替を行います）

納期限

税目

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

5月 1日

（火）

5月 31 日

（木）

7月 2日

（月）

7月 31 日

（火）

8月 31 日

（金）

10月 1日

（月）

10月 31 日

（水）

11月 30 日

（金）

12月 25 日

（火）

1月 31 日

（木）

2月 28 日

（木）

4月 1日

（月）

市県民税 1期 2期 3期 4期

固定資産税 1期 2期 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

■問い合わせ　・ 納税方法について…税務課 収税係

　　　　　　　・ 国民健康保険税について…税務課 市民税係

　　　平成 30 年度の納税通知書を次の期日に発送します。

　　　　　●固定資産税　4月 16 日（月）　　　●市県民税　　　　6月 15 日（金）

　　　　　●軽自動車税　5月 15 日（火）　　　●国民健康保険税　7月 13 日（金）

《国民健康保険税について》

◎納付方法が現金納付・口座振替の人

　 　保険税額は、7月に確定して年額を通知しま

す。（4月の暫定分の送付はなくなり、納期は 9

期となります）

◎納付方法が年金天引きの人

　 　特別徴収開始通知書を4月上旬に送付します。

この通知書は、4月・6 月・8 月の年金から天引

きとなる保険税額（仮徴収分）の通知です。保険

税額は 7月に確定し、10 月・12 月・2 月の本徴

収で仮徴収分の過不足を調整して通知します。

平成 30 年度　市税のお知らせ

お
知
ら
せ

安
田
瓦
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
地
場
産
業
の
活
性
化
や
景
気
・
雇
用

の
回
復
を
図
る
た
め
、
安
田
瓦
普
及
助

成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
人

・ 

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
ま
た

は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
予
定
で
あ

る
人

・ 

市
税
・
下
水
道
受
益
者
負
担
金
等
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

・ 

工
事
で
発
生
し
た
廃
棄
物
等
を
適
正

な
方
法
で
処
理
す
る
人

・ 

こ
の
補
助
金
の
交
付
を
こ
れ
ま
で
受

け
て
い
な
い
人

・ 

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
を

完
了
す
る
人

▼
対
象
瓦
等

・ 

市
内
で
製
造
・
販
売
さ
れ
た
安
田
瓦

で
あ
る
こ
と

・ 

使
用
す
る
瓦
の
価
格
が
20
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

※ 

瓦
代
金
（
税
込
み
）
の
み
が
補
助
対

象
。
工
事
費
な
ど
そ
の
他
の
経
費
は

補
助
対
象
外
で
す
。

・ 

市
内
に
建
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
建
物
（
住
宅
以
外
も
可
）
で
あ
る

こ
と

▼
補
助
金
額
＝
使
用
し
た
瓦
の
価
格
の

10
分
の
1
（
10
万
円
を
限
度
）

▼
そ
の
他

・ 

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時
点

で
着
手
し
て
い
る
工
事
や
申
請
手
続

き
中
に
着
手
す
る
工
事
は
、
補
助
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・  

申
請
が
予
算
枠
に
達
し
た
場
合
、
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

・ 

募
集
要
項
や
申
請
書
等
は
市
役
所
3

階
商
工
観
光
課
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
を
か
た
る

な
り
す
ま
し
の
架
空
請

求
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

　
平
成
29
年
1
月
以
降
、
携
帯
電
話
な

ど
に
「
料
金
を
滞
納
し
て
お
り
ま
す
。

ご
連
絡
な
き
場
合
は
法
的
手
段
に
移
り

ま
す
。
ヤ
フ
ー
」
な
ど
と
記
載
し
た
Ｓ

Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
サ
ー

ビ
ス
）
が
送
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｍ

Ｓ
に
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に
連
絡
す

る
と
「
お
客
さ
ま
は
1
年
間
の
ヤ
フ
ー

の
利
用
に
当
た
っ
て
、
料
金
を
滞
納
さ

れ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
告
げ
、
サ
イ
ト

の
有
料
サ
ー
ビ
ス
等
の
未
納
料
金
名
目

で
金
銭
を
支
払
わ
せ
よ
う
と
す
る
架
空

請
求
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

・ 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
料
金

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に

は
、
絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・ 

万
一
、
電
話
を
し
て
し
ま
っ
て
も
、

正
当
な
理
由
の
な
い
請
求
に
は
応
じ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
電
話
で
の
要
求
に
不
審
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
要
求
に
応
じ
る
前
に
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
１
８
８
）
や

警
察
相
談
専
用
電
話
（
☎
♯
９
１
１
０
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
や
そ
の
関
係
会
社

は
、こ
の
架
空
請
求
と
無
関
係
で
す
。

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　
市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
際
は

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を

外
す
な
ど
の
ご
協
力
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト
と
い
う
単
一
の
素
材

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
作
り
替
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

食
品
ト
レ
イ
や
繊
維
に
も
再
生
で
き
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
効
率
的
に
高
品
質

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
再
生
す
る
た

め
に
は
、リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
段
階
で
、

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
な
ど
の
異
素
材
が

混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
日
に
出
す
際

は
、次
の
点
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を
外
す

②
中
を
軽
く
洗
う

③
つ
ぶ
し
て
出
す

※ 

焼
酎
等
の
ボ
ト
ル
な
ど
、
ラ
ベ
ル
が

の
り
付
け
さ
れ
て
い
て
剥
が
し
に
く

い
も
の
は
、
無
理
に
剥
が
す
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

環
境

係ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心

こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
付
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の

　
蛭え

び

子す

☎
62
‐
０
６
４
９

国道 49 号水原バイパス

（阿賀野バイパス）

平成 33 年度に全線開通へ

　国道 49 号水原バイパスは、主要

構造物などの工事が進捗し、完成

のめどが立ったことから、平成 33

年度に暫定 2車線で全線開通する

見通しとなりました。

（ 国土交通省 北陸地方整備局 新潟

国道事務所　2月 28 日報道発表）

■整備効果

・ 円滑な走行環境が確保され、市街

地における交通混雑の緩和および

交通事故を低減します。

・ 産業観光拠点へのアクセスが改

善、地域間交流を促進し、観光振

興を支援します。

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

認
知
症
カ
フ
ェ

　
「
毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
来
れ
る
場

所
、
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
所
、
認
知

症
に
関
す
る
情
報
収
集
の
場
所
と
し
て
、

市
内
3
か
所
で
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
の
認

知
症
カ
フ
ェ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎
ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

▼
日
時
＝
5
月
15
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
集
会
室
」

※ 

会
場
が
変
わ
り
ま
す
。
今
年
度
は
4

地
区
で
1
回
ず
つ
開
催
す
る
予
定
で

す
（
7
月
・
安
田
地
区
、
9
月
・
水

原
地
区
、
11
月
・
京
ヶ
瀬
地
区
）。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀
野

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
笹
神

　
☎
62
‐
４
１
４
３

◎
シ
ン
パ
シ
ー
茶
屋

▼
日
時
＝
4
月
7
日
（
土
）、
5
月
5

日
（
土
・
祝
）、
6
月
2
日
（
土
）
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
（
原
則
第
1

土
曜
）

▼
会
場
＝
広
域
型
・
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ン
パ
シ
ー
1
階
「
地

域
交
流
ス
ペ
ー
ス
」（
南
安
野
町
8
‐
20
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
福
）
飛
翔
福
祉
会 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
シ
ン
パ
シ
ー
　
小
林

☎
62
‐
９
６
１
１

◎
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
Ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｏ

▼
日
時
＝
4
月
13
日
（
金
）、
6
月
8

日
（
金
）
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
（
原

則
偶
数
月
の
第
2
金
曜
）

▼
会
場
＝
は
あ
と
ふ
る
あ
た
ご
水
原「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
」（
外
城
町
21
‐
2
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
は
あ
と
ふ
る
あ
た
ご

水
原

　
☎
62
‐
８
８
８
８

4
月
7
日
（
土
）
ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動

○
全
国
統
一
標
語

　「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に

 

習
慣
に
」

○
市
防
火
標
語

　「
火
事
見
た
ら 

動
画
撮
る
よ
り

 

ま
ず
消
火
」

◎
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
市
内

１
０
０
世
帯
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
70
％
、

う
ち
適
切
な
場
所
に
適
切
な
個
数
設
置

さ
れ
て
い
た
割
合
（
適
合
率
）
は
53
％

で
、
県
全
体
の
設
置
率
84
％
、
適
合
率

66
％
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
や
大
切
な
家
族
の
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早

期
設
置
や
実
家
・
親
戚
宅
な
ど
へ
の
設

置
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
既
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済
み

の
世
帯
で
は
、
正
常
に
作
動
す
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
古
く
な
る
と
、
電
子
部
品
の
劣
化

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
災
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
定
期
的
な
確
認

や
10
年
を
目
安
に
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
火
災
の
未
然
防
止

・ 

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
再

燃
に
よ
る
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
、

後
始
末
は
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

た
こ
足
配
線
や
コ
ン
セ
ン
ト
周
囲
に

ほ
こ
り
が
た
ま
っ
て
い
な
い
か
、コ
ー

ド
を
踏
み
つ
け
て
い
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・ 

放
火
対
策
と
し
て
、
建
物
の
周
囲
に

は
燃
え
や
す
い
も
の
を
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
防
火

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
初
期
消
火
方
法
の
指
導

　
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

消
火
栓
・
消
火
器
の
使
い
方
を
指
導
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
自
治
会
・
事
業

所
・
団
体
は
、
消
防
本
部
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◎ 

古
く
な
っ
た
消
火
器
の
回
収

▼
回
収
期
間
＝
4
月
7
日
（
土
）
ま
で

▼
回
収
場
所
＝
消
防
本
部
、
か
が
や
き

分
署

▼
引
き
取
り
料
＝
１
５
０
０
円
／
本

◎ 

防
火
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す

　
4
月
15
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
新

江
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
、
消
防
車
両
の

展
示
や
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
防

災
機
器
の
展
示
、消
防
グ
ッ
ズ
の
配
布
、

分
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
寸
劇
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◎ 

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
午
前
7
時

と
午
後
8
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
。

◎
火
事
と
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番
へ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

予
防
課

河
川
敷
地
内
の
火
災
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
春
先
に
な
る
と
、
気
温
の
上
昇
と
と

も
に
枯
れ
草
の
乾
燥
な
ど
が
進
み
、
5

月
に
か
け
て
阿
賀
野
川
の
河
川
敷
で
火

災
が
多
発
し
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
重
大
な
火

災
と
な
り
ま
す
。
河
川
を
利
用
す
る
際

に
は
、
火
の
元
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
国
土
交
通
省 

阿
賀

野
川
河
川
事
務
所 

管
理
課

☎
23
‐
４
３
６
７

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

１
１
９
番
通
報
が
可
能

　
消
防
本
部
で
は
、
聴
覚
や
音
声
・
言

語
機
能
等
に
障
が
い
の
あ
る
人
、
身
体

の
変
調
な
ど
に
よ
り
急
に
話
が
で
き
な

く
な
っ
た
人
向
け
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

１
１
９
番
通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
受
信
す
る
と
、
折
り
返
し

消
防
本
部
か
ら
受
け
取
っ
た
旨
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
が
送
信
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
の
場
合
は
通
報
し
た
ら
直
ち
に

避
難
し
、
近
所
の
人
に
助
け
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。

※ 

専
用
用
紙
は
、
消
防
本
部
、
か
が
や

き
分
署
、市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
、

各
支
所
、
あ
が
の
市
民
病
院
に
あ
る

ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
１
１
９

番
の
か
け
方
」
で
検
索
）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
１
１
９
番
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

　
　
　
　
局
番
な
し
の 

１
１
９
番
へ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

防
災
課

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

　
ま
ず
は
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
12
日
（
木
）、
5
月
10

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
毎

月
第
2
木
曜
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▼
内
容
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
紹
介
・
概
要
説
明

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
62
‐
１
３
６
５

■日時・会場（昨年と会場や時間に変更があります）

地区 期日 会場 時間

安田地区
4月 23 日（月）

小松頭首工車庫 午前 10 時～ 10 時 15 分

六野瀬営農改善センター 午前 10 時 45 分～ 11 時 20 分

小浮本村集落センター 午後 1時 30 分～ 2時

寺社担い手センター 午後 2時 30 分～ 3時

4月 24 日（火）
安田体育館 午前 9時 30 分～ 10 時 30 分

笹神地区

旧コミュニティセンターささかみ荘 午後 1時 30 分～ 2時 30 分

4月 25 日（水）

出湯保育園前 午前 9時 30 分～ 10 時 10 分

大室公会堂 午前 10 時 40 分～ 11 時 10 分

笹神支所駐車場 午後 1時 30 分～ 2時 45 分

京ヶ瀬地区 4月 26 日（木）

駒林・五郎巻地区分館 午前 9時 30 分～ 10 時

京ヶ瀬駅前 午前 10 時 30 分～ 11 時

京ヶ瀬支所 午後 1時 30 分～ 2時 45 分

水原地区
4月 27 日（金）

分田農村環境改善センター 午前 9時 30 分～ 10 時 10 分

堀越地区農業活性化センター 午前 10 時 40 分～ 11 時 20 分

水原公民館 午後 1時 30 分～ 3時

4月 28 日（土）市役所車庫棟（2班体制で実施） 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

平成 30 年度　狂犬病予防集合注射

　狂犬病予防集合注射を下表のとおり実施します。

　犬の飼い主は、毎年、犬に狂犬病の予防注射を

受けさせなければなりません。

※ 生後 91 日以上の犬の飼い主は、狂犬病予防法で

登録（生涯 1回）と注射（毎年 1回）が義務付

けられています。

※ 新潟県は外国から貨物船が多く入港するため、

狂犬病に感染した動物が侵入する可能性が高い

地域です。狂犬病から愛犬と家族を守るため、

予防注射は必ず受けさせましょう。

　犬の登録をしている人には、お知らせのはがき

を 3月下旬に送付しましたので、はがきを持って

来場してください。

　会場では、犬の新規登録も受け付けます。

■当日持参するもの

○登録済みの場合

　①通知はがき（問診欄を記入・押印）

　②料金 3,200 円

　　（注射料金2,650円＋注射済票交付手数料550円）

○新規登録の場合

　①印鑑

　②料金 6,200 円

　　（上記料金＋登録手数料 3,000 円）

■問い合わせ＝市民生活課 環境係

・ 問診欄は必ず記入し、犬の健康状態や体質に不

安がある場合は、獣医師に申し出てください。

・ 料金は釣り銭がないよう、協力をお願いします。

・ 毎年 4 月～ 6 月は、狂犬病予防注射月間です。

集合注射を利用しない人は、動物病院で注射を受

けさせてください。

・ 飼い犬が死亡した場合は、必ず届け出てください。

始
ま
り
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

○
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

　「
春
風
に 

一
緒
に
の
せ
よ
う 

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
」

▼
実
施
期
間
＝
4
月
6
日
（
金
）
〜
15

日
（
日
）
の
10
日
間

※ 

4
月
10
日
（
火
）
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

▼
運
動
の
重
点

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
○ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

○ 

横
断
歩
行
者
の
保
護（
新
潟
県
重
点
）

　
い
よ
い
よ
新
入
学
期
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
学
校
に
通
う
姿
を
多
く

見
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
挙
げ
て
い
る

小
さ
な
手
を
見
つ
け
た
ら
、
必
ず
車
を

停
止
さ
せ
て
横
断
が
終
わ
る
の
を
待
つ

な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
　
ー
阿
賀
野
市
・
阿
賀
野
警
察
署
・

市
交
通
安
全
協
会
ー

▼
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

庶
務
係
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電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

♥
地
産
地
消

　
阿
賀
野
の
恵
み

　
米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

す
い
ば
ら
こ
ど
も
食
堂

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
自
由
に

楽
し
く
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
4
月
14
日
（
土
）
正
午
〜

▼
会
場
＝
お
ん
こ
茶
屋
（
中
央
町
1
‐

8
‐
3
）

▼
参
加
費
＝
子
ど
も
（
18
歳
未
満
）

１
０
０
円
、
大
人
３
０
０
円

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
食
材
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
野
菜
を
提
供
で
き
る
人
は
、
お
ん
こ

茶
屋
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

◎ 

調
理
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
開
催
日
当
日
の
午
前
10
時
ま
で
に
お

ん
こ
茶
屋
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

お
ん
こ
茶
屋
　
☎
62
‐
６
７
０
６

3
Ｂ
体
操

無
料
体
験
講
習
会

　
3
Ｂ
体
操
は
3
種
類
の
用
具
を
使
い
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
健
康
体
操
で
す
。

　
心
と
体
を
さ
ら
に
元
気
に
、
健
康
な

日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
が
苦
手
で

も
大
丈
夫
で
す
。
一
緒
に
3
Ｂ
体
操
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
午
前
の
部

▼
日
時
＝
4
月
11
日
（
水
）、18
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
1
階
「
大
集
会

室
」

◎
午
後
の
部

▼
日
時
＝
4
月
10
日
（
火
）、17
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
日
本
間
」

◎
共
通
事
項

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
者

▼
講
師
＝
小
樋
山
ヒ
サ
エ
〔（
公
社
）

日
本
3
Ｂ
体
操
協
会
新
潟
県
支
部
公
認

指
導
者
〕

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

上
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
敷
物
）、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
さ
わ
や
か
3
Ｂ
（
市
社
会
教

育
関
係
団
体
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
小
樋
山

☎
０
８
０
‐
１
０
３
４
‐
４
４
１
７

講
座
・
教
室

子
ど
も
将
棋
教
室

　
今
、
大
人
気
の
将
棋
。
15
歳
の
藤
井

聡
太
さ
ん
が
先
輩
棋
士
に
次
々
と
勝
利

し
、
6
段
に
昇
段
し
ま
し
た
。

　
将
棋
は
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
対
等

な
勝
負
が
で
き
ま
す
。
将
棋
の
先
生
が

丁
寧
に
教
え
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も

大
丈
夫
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
技
を
覚
え
る

よ
う
に
、
将
棋
を
覚
え
て
対
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
3
土
曜
、
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
日
本
間
」

▼
対
象
＝
小
中
高
校
生

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
水
原
将
棋
ク
ラ
ブ
（
市
社
会

教
育
関
係
団
体
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
4
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
７
２
２

健
康
・
子
育
て

ラ
ジ
オ
体
操
で
爽
や
か
な
一
日
を

ラ
ジ
オ
体
操
会

　
市
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
活
用
し
た

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
運
動
習
慣
を

つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
ラ
ジ
オ
体
操
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
春
風
を
感
じ
な
が
ら
、
早
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
毎
日
、
午
前
6
時
30
分
〜
6

時
40
分
※
荒
天
中
止

▼
会
場

・ 

瓢
湖
水
き
ん
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前

広
場

・ 

安
田
公
民
館
前
駐
車
場

▼
内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1
放
送
に

合
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操
第
1
・
第
2
を

行
い
ま
す
。

　
　
　 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
土

曜
・
日
曜
の
み
20
ポ
イ
ン
ト
。

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、参
加
の
際
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

市
運
動
普
及
員
事
業

桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
市
内
の
桜
の
名
所
で
あ
る
新
江
の
桜

並
木
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
4
月
17
日
（
火
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分（
午
前
9
時
〜
受
付
）

▼
集
合
場
所
＝
安
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

「
駐
車
場
」（
保
田
３
４
９
０
）

▼
対
象
者
＝
市
民
で
約
4
㎞
歩
け
る
人

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
・

靴
で
、
荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入

れ
る
な
ど
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
雨
具

▼
申
込
期
限
＝
4
月
10
日
（
火
）

▼
そ
の
他
＝
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
手

段
が
な
い
場
合
は
、
4
月
12
日
（
木
）

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動

普
及
員
会
事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
）

健
康
づ
く
り
日
程
表
の

訂
正
に
つ
い
て

　
3
月
初
旬
に
自
治
会
等
を
通
じ
て

「
平
成
30
年
度 

健
康
づ
く
り
日
程
表
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
冊
子
の
5

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
水
中
運
動
教
室 

参
加
者
募
集
！
」
の
水
中
運
動
教
室
一

覧
の
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【正】

水原スイミングスクール

水曜日 9：00 ～・13：20 ～

【誤】

水原スイミングスクール

水曜日 9：00 ～

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

お
知
ら
せ

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
4
月
2
日
（
月
）
〜
10

日
（
火
）、
25
日
（
水
）
〜
30
日
（
月
・

振
休
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
4
月
9
日
（
月
）
〜

11
日
（
水
）
午
後
1
時
〜
9
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

募 

　
集 

総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
聴

取
し
、
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
図
る

た
め
、
総
合
計
画
に
関
す
る
施
策
・
事

業
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
＝
2
人

▼
任
期
＝
2
年
間

▼
応
募
資
格

・ 

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
65
歳
未
満

（
4
月
1
日
現
在
）
の
人

・ 

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
可
能
な
人

・ 

他
の
審
議
会
や
付
属
機
関
の
公
募
委

員
に
な
っ
て
い
な
い
人

▼
報
酬
＝
4
千
円
／
回

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
は
市
役
所
2
階
企
画
財
政
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
4
月
23
日
（
月
）
必
着

▼
そ
の
他
＝
原
則
応
募
書
類
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
面
接
を
実

施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課 

企
画
係

　
Ⓕ
62
‐
０
２
８
１

 kikaku
@
city.ag

an
o
.n
iig
ata.jp

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

学
校
給
食
調
理
員

（
代
替
調
理
員
）
募
集

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
日
＝
調
理
員
が
休
暇
を
取
る
際

に
勤
務
を
依
頼
す
る
た
め
、
単
発
的
な

勤
務
と
な
り
ま
す
。

▼
勤
務
時
間
＝
1
日
6
時
間
勤
務

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
の
小
学
校
ま
た
は

幼
稚
園

▼
賃
金

・ 

調
理
師
免
許
有
…
時
給
８
７
０
円

・ 

調
理
師
免
許
無
…
時
給
８
５
０
円

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
写
真
を
添
付
し
て
笹
神
支
所
2

階
学
校
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
随
時

▼
そ
の
他
＝
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登

録
台
帳
」
は
、
学
校
教
育
課
、
市
役
所

2
階
総
務
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課 

教
育
総
務
係

瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

参
加
団
体
募
集

　
瓢
湖
あ
や
め
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

　
ダ
ン
ス
・
歌
・
太
鼓
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

は
問
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
瓢
湖
あ
や

め
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
（
予
定
）

▼
応
募
資
格
＝
5
分
〜
15
分
程
度
で
発

表
で
き
る
内
容
を
持
つ
市
内
在
住
・
在

勤
者
を
含
む
団
体

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
3
階

商
工
観
光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限
＝
4
月
16
日
（
月
）

▼
そ
の
他
＝
参
加
希
望
団
体
が
多
数
の

場
合
は
、
あ
や
め
ま
つ
り
運
営
委
員
会

で
選
考
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課 

観
光
係

（
一
社
）
五
頭
自
然
学
校

水
原
駅
か
ら
五
頭
山
頂

　
水
原
駅
か
ら
五
頭
山
頂
ま
で
2
回
に

分
け
て
、
歩
い
て
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
2
回
と
も
参
加
し
た
人
に
は
、
修

了
証
と
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

◎
第
1
回
「
花
の
野
歩
き
」

　
水
原
駅
か
ら
約
10
㎞
の
道
の
り
を
花

や
虫
の
観
察
を
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

昼
食
は
五
頭
自
然
学
校
で
カ
フ
ェ
木
い

ち
ご
の
ラ
ン
チ
で
す
。

▼
日
時
＝
4
月
14
日
（
土
）
午
前
8
時

〜
午
後
2
時

▼
集
合
場
所
＝
水
原
駅

▼
申
込
期
限
＝
4
月
11
日
（
水
）
正
午

▼
そ
の
他
＝
終
了
後
、
希
望
者
は
水
原

駅
ま
で
送
り
ま
す
。

◎
第
2
回
「
山
頂
か
ら
水
鏡
」

　
五
頭
自
然
学
校
か
ら
新
緑
の
五
頭
山

頂
を
目
指
し
て
登
り
、
山
頂
か
ら
水
の

張
ら
れ
た
美
し
い
新
潟
平
野
を
眺
め
ま

す
。
登
山
初
級
者
大
歓
迎
で
す
。
登
山

ガ
イ
ド
が
案
内
し
、
自
然
観
察
の
仕
方

や
地
図
の
読
み
方
を
指
導
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
5
日
（
土
・
祝
）
午
前

8
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
自
然
学
校
（
畑
江

33
）

▼
申
込
期
限
＝
5
月
2
日
（
水
）
正
午

◎
共
通
事
項

▼
定
員
＝
先
着
各
20
人

▼
参
加
費

・ 
1
回
の
み
参
加
…
大
人
（
中
学
生
以

上
）
2
千
円
、
子
ど
も
（
5
歳
〜
小

学
生
）
１
５
０
０
円

・ 

2
回
と
も
参
加
…
大
人
３
５
０
０
円
、

子
ど
も
２
８
０
０
円

※
昼
食
代
、
ガ
イ
ド
料
、
保
険
料
込
み

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
防
寒
着
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動
靴
、
手

袋
、
お
や
つ
、
雨
具
、
飲
み
物
（
1
リ
ッ

ト
ル
以
上
）、
昼
食
（
2
日
目
の
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
五
頭
自
然
学
校

☎
47
‐
４
４
２
５

☎
０
９
０
‐
６
５
０
２
‐
５
５
２
３

市
民
の
掲
示
板

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　
郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
4
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
内
容
＝
「
擁
炉
漫
筆
」
よ
り
「『
続

良
寛
さ
ま
』
を
読
む
」

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ

春
城
会

　
中
村

　
☎
62
‐
７
０
３
８

会場
曜日

会場
曜日
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健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　
毎
日
育
児
を
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、

子
ど
も
を
思
い
き
り
遊
ば
せ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
子
育
て
の
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
の
「
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
い
ち
ご
み

る
く
〞」
が
子
ど
も
の
保
育
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
も
用
意
し
、
絵
本
が
い
っ
ぱ
い
の
ミ

ニ
図
書
館
も
オ
ー
プ
ン
。
子
ど
も
が
自

由
に
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
も
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
過

ご
せ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
4
月
9
日
（
月
）、23
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○
4
月
9
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　「
お
は
な
し
会
」

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
4
月
23
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　「
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
」

　
「
花
ど
け
い
っ
て
ど
ん
な
所
？
」
と

思
っ
て
る
マ
マ
さ
ん
、
パ
パ
さ
ん
、
一

度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
い
ち

ご
み
る
く
〞
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
誰

で
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
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病
児
保
育
事
業

利
用
登
録
の
再
申
請

　
病
児
保
育
事
業
と
は
、
保
護
者
が
勤
務

等
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
、
病
気
の
治
療
中
ま
た
は
回
復

期
に
至
ら
な
い
児
童
を
、
専
用
の
施
設

で
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
の
2
階
に
「
病
児
保
育

室
お
ひ
さ
ま
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。
現
在

登
録
し
て
い
る
人
で
、
平
成
30
年
度
も

継
続
し
て
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

再
度
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
上
、
病
児
保
育
室
お
ひ

さ
ま
、
ま
た
は
市
役
所
1
階
社
会
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

提
出
先
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

・ 

病
児
保
育
室
お
ひ
さ
ま

　
☎
63
‐
８
０
５
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・ 

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
日
時

・ 

毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9
時
〜
正
午

・ 

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・
夜
間
役
所
（
下
段
参
照
）

※ 
こ
れ
ら
の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
交

付
日
時
を
調
整
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
は
な
し
会

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
4
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
4
月
2
日（
月
）、9
日（
月
）、

16
日
（
月
）、
19
日
（
木
）、
23
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
4
月
6
日（
金
）、13
日（
金
）、

19
日
（
木
）、
20
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

夜
間
役
所

▼
日
時
＝
4
月
18
日
（
水
）、
5
月
2

日
（
水
）
午
後
5
時
15
分
〜
7
時

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載

事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、
口
座
振
替

手
続
き
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課 

市
民
係

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

年
金
相
談

▼
日
時
＝
4
月
18
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

国
保
年
金
係

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
4
月
24
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局
2
階
「
予

診
室
」（
新
発
田
市
豊
町
3
‐
3
‐
2
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
発
田
地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　
☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

出雲　義  84 歳 2.28 笹　岡

廣川　ムツ 97 歳 3.1 中央町 1

遠山　松江 91 歳 3.1 上江端

澤田　敏子 69 歳 3.2 山口町 1

横田　忠治 72 歳 3.2 緑　岡

小池　　喬 84 歳 3.3 里

五十嵐春吉 99 歳 3.3 船　居

小泉　　功 85 歳 3.3 山口町 1

片桐　幸江 67 歳 3.4 長　起

小嶋　キン 92 歳 3.4 六野瀬

田村　昭一 82 歳 3.5 南安野町

荒木　チヱ 83 歳 3.6 大　室

伊藤ミチヱ 85 歳 3.6 七　島

前田ミサヲ 86 歳 3.7 福　井

皆川シゲル 82 歳 3.8 水ケ曽根

小幡ヨシミ 92 歳 3.8 保　田

熊倉　正夫 81 歳 3.9 上江端

武藤キミエ 92 歳 3.10 保　田

中澤　新一 71 歳 3.10 中　潟

釣 　サイ 95 歳 3.10 渡　場

明間ミサオ 93 歳 3.11 寺　社

鈴木　一男 82 歳 3.12 保　田

五十嵐スミ 81 歳 3.13 外城町

和田ミヨノ 91 歳 3.13 山口町 1

五十嵐富信 94 歳 3.13 小　浮

清野彦三郎 90 歳 3.14 安野町

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

田邉　るか 外城町

西村　柊
ひ ろ

呂 緑　町

阿部茉
ま り か

莉花 山口町 2

坂井　洸
こ う た

太 緑　町

涌井　玲
れ お

於 北本町

本田　鉄
てっしん

心 保　田

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

直　哉
梢

雅　人
明日香
誉　弘
里香子
清

直　美
涼　太
清　花
良

雅　代

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（3月 1日～ 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他
市

区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■日時＝ 4 月 10 日（火）午前 10 時～正午

■会場＝市役所 1階「相談室」

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 期日＝原則、毎月第 1・3水曜

※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡をお願い

します。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係

相談料は無料です。気軽に相談ください。

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後【買取例】クボタトラクター L1-24（4WD） 24万円

【買取例】ヤンマートラクター FX265（4WD） 16万円

サンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦
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代
謝
異
常
を
早
期
に
発
見

新
大
医
学
部
と
の
共
同
研
究
成
果
報
告

　
阿
賀
野
市
と
新
潟
大
学
と
の
共
同
研
究

に
よ
る
「
健
康
寿
命
延
伸
・
生
活
習
慣
病

予
防
治
療
医
学
講
座
の
研
究
成
果
報
告
」

が
2
月
23
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
大
学
医
学
部
の
曽
根
博
仁
教
授
と

田
中
市
長
が
発
表
。
心
肺
持
久
力
と
筋
力

の
両
方
が
低
い
中
学
生
は
、
共
に
高
い
中

学
生
よ
り
代
謝
異
常
リ
ス
ク
（
生
活
習
慣
病

や
メ
タ
ボ
傾
向
）
を
有
す
る
可
能
性
が
4
・

3
倍
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
結
果
か
ら
、
中
学
生
の
代
謝
異

常
高
リ
ス
ク
者
の
発
見
に
体
力
テ
ス
ト
が
役

立
ち
、
該
当
者
に
運
動
を
勧
め
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
積
雪
期
に
お
け
る
山
岳
遭
難
事
故
を

想
定
し
た
訓
練
が
3
月
6
日
、
赤
松
山

森
林
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
消
防
本
部
山
岳
救
助
隊
と
県

消
防
防
災
航
空
隊
と
の
合
同
で
実
施
。
同

公
園
を
山
中
と
見
立
て
て
、
登
山
を
し

て
い
て
遭
難
し
た
人
を
救
助
。
そ
の
後
、

同
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
か
が
や

き
分
署
へ
搬
送
し
、
救
急
隊
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る

登
山
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
山
岳
救
助

隊
や
救
急
隊
な
ど
の
地
上
隊
と
航
空
隊

と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

積
雪
期
山
岳
遭
難
救
助
訓
練

シ
ー
ズ
ン
に
備
え
連
携
強
化

長
年
の
功
績
・
功
労
に

故
・
雪
正
文
さ
ん 

旭
日
単
光
章
受
章

　
平
成
28
年
12
月
に
発
生
し
た
糸
魚
川

市
大
規
模
火
災
を
踏
ま
え
、「
建
物
密
集

地
域
に
お
け
る
防
災
訓
練
」
が
3
月
11
日
、

水
原
本
町
商
店
街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
周
辺
9
自
治
会
の
住
民
や

防
災
関
係
者
な
ど
約
２
７
０
人
が
参
加
。

建
物
3
棟
が
延
焼
中
で
、
強
風
の
た
め
延

焼
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
想
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
よ
る
通
報
訓

練
・
初
期
消
火
訓
練
や
、
消
防
隊
に
よ
る

消
火
活
動
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る
延
焼
防

止
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
官
民
連
携
に
よ

る
被
害
軽
減
へ
の
確
認
や
地
域
住
民
の

防
災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

建
物
密
集
地
域
に
お
け
る
防
災
訓
練

不
測
の
事
態
に
備
え
確
認

チューリップ切花コンテスト

　
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
新
潟
２
０
１
８
が

2
月
23
日
〜
25
日
、
新
潟
日
報
メ
デ
ィ

ア
シ
ッ
プ
（
新
潟
市
中
央
区
）
で
開
催
。

そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
「
新
潟
県

花
き
コ
ン
テ
ス
ト
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花

コ
ン
テ
ス
ト
の
部
）」
で
、
特
別
賞
10
点

の
う
ち
、
島
倉
正
光
さ
ん
（
小
島
）
は
品

種「
マ
ウ
リ
ン
」で
北
陸
農
政
局
長
賞
を
、

水
野
一
芳
さ
ん
（
布
目
）
は
「
恋
心
」
で

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
新
潟
県
本

部
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
か
ら

１
０
２
点
が
出
品
。
特
別
賞
を
含
む
30

点
が
入
賞
し
、
水
野
さ
ん
は
「
フ
レ
ミ
ン

グ
フ
ラ
ッ
グ
」
で
銀
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

栽培技術の高さで特別賞受賞 新
入
生
の
安
全
の
た
め

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
贈
呈
式

　
3
月
15
日
、
市
建
設
業
協
会
青
年
部
（
渡

辺
政
利
部
長
）
が
水
原
小
学
校
を
訪
問
し
、

伊
藤
守
校
長
に
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

Ｐ
Ｒ
グ
ッ

ズ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ッ
ズ
は
新
入
生
が
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
毎
年
配
布
し
て
い
ま
す
。

児
童
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
連
絡
袋
に

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
チ
ラ
シ
や
同
協
会
の
活

動
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
他
の
市
内
各
小
学
校
に
も

グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

バスケットボール女子Ｗリーグ公式戦

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
Ｗ
リ
ー

グ
の
公
式
戦
が
2
月
24
・
25
日
、
水

原
総
合
体
育
館
で
開
催
。
両
日
で
約

千
人
が
観
戦
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
よ
る

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
や
、
ダ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ラ

ビ
ッ
ツ
は
、
残
念
な
が
ら
勝
利
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
全
日
本
メ
ン
バ
ー
を
擁
す
る

チ
ー
ム
に
善
戦
す
る
な
ど
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
試
合
内
容
で
し
た
。

一流のプレーを地元で観戦 市
の
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
寄
付

　
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
「
明
間
隆

雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」
の
歌
と
踊
り
の

発
表
会
実
行
委
員
長
の
髙
野
正
道
さ
ん
（
安

野
町
）、
副
委
員
長
の
見
物
惠
子
さ
ん
（
金

田
町
）、
渡
邉
敏
子
さ
ん
（
寺
社
）、
長
谷

川
千
代
美
さ
ん
（
中
島
町
）
が
3
月
15
日
、

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
3
月
11
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
発
表
会
で
集
め
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

金
4
万
２
２
７
３
円
を
、
市
の
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
・
雪
正
文
さ
ん
（
分
田
・
12
月
23
日

死
去
）
が
、死
亡
叙
勲
で
旭
日
単
光
章
（
地

方
自
治
功
労
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
月
23
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
田
中
市
長
か
ら
長
男
の
雪
大
地
さ

ん
に
勲
記
・
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
雪
さ
ん
は
、
阿
賀
野
市
議
会
議
員
と
し

て
、
平
成
16
年
11
月
か
ら
平
成
29
年
12

月
ま
で
の
間
で
、
通
算
4
期
12
年
4
か

月
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、副
議
長
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
を
歴
任
。

阿
賀
北
広
域
組
合
議
会
議
員
な
ど
も
務

め
、
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

左から、島倉さん、水野さんと、受賞されたチューリップ

曽根教授

左から、長谷川さん、髙野さん、田中市長、渡邉さん、
見物さん

左から、田中市長、雪さん
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★ 新潟初開催のキャライベントに出
演してきたっちょ！

　3月 17・18 日に苗場プリンスホテル（湯沢

町）で開催された「ご当地キャラフェス スノー

パラダイス in 苗場」に出演してきたっちょ。ふ

なっしー率いるキャラバンドや新潟のご当地ア

イドルたちのステージなどで、会場はすごく盛

り上がって、とても楽しかったちょ。

★

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

● 

今
回
の
間
違
い
探
し
は
難
し
か
っ

た
で
す
。
　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

最
近
、
ご
ず
っ
ち
ょ
が
好
き
過
ぎ

て
大
変
で
す
。

　 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

消
防
団
員
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、
災
害
等
が
あ
っ
た
と
き
が
心

配
で
す
。

　
　
　 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
紙
を
見
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
講

座
・
教
室
な
ど
気
に
な
る
も
の
は
、

い
つ
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
内
の
消
防
団
員
の
サ
ポ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
が
、
も
っ
と
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
。

　 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

イ
ベ
ン
ト
の
予
定
や
行
わ
れ
た
様

子
が
見
れ
て
、
い
つ
も
楽
し
く
広

報
紙
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

地
域
の
支
え
合
い
は
、
詐
欺
防
止

に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
特
集
は
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

取
材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
広
報
あ

が
の
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
を
掲
載

し
て
い
る
ふ
る
さ
と
探
訪
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。

　 

（
50
代
・
男
性
）

☆ 

人
事
異
動
で
、
ふ
る
さ
と
探
訪
の
編

集
作
業
も
今
月
号
で
最
後
と
な
り

ま
す
。
作
業
を
通
じ
て
市
内
の
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
、
家
族
で
間
違
い
探
し
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
知
ら
せ
版
に
は
市
の
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
、
子
ど

も
と
の
お
出
掛
け
の
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

5
年
以
上
に
わ
た
り
広
報
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

知
っ
て
い
る
人
が
広
報
紙
に
出
て

い
る
と
、
家
族
全
員
で
喜
ん
で
い

ま
す
。
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
参
考
に

し
て
い
ま
す
。
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
は
自
分
の
孫
の

よ
う
に
か
わ
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

買
い
物
支
援
活
動
は
す
て
き
だ
と

思
い
ま
す
。
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
力
で
広
ま
る

と
い
い
で
す
ね
。 

（
30
代
・
女
性
）

№70
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N にしさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってるっちょ♪

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「 

登
録
有
形
文
化
財

石
井
家
住
宅
主

し
ゅ

屋
お
く

・
石
井
家
住
宅
御

ご
し
ょ
う
き
ゅ
う
じ
ょ
ご
も
ん

小
休
所
御
門

（
水
原
地
区
）」

　
平
成
27
年
3
月
に「
清
廣
館
本
館
」

（
出
湯
）、
平
成
28
年
2
月
に
「
環
翠

楼
大
正
の
間
」（
村
杉
）、
平
成
29
年

10
月
に
「
石
井
家
住
宅
主
屋
」
と
「
石

井
家
住
宅
御
小
休
所
御
門
」（
東
町
）

が
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　
石
井
家
の
登
録
有
形
文
化
財
の
登

録
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
が
の
平
成

30
年
2
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
石
井
家
住
宅
主
屋
」
は
、
木
造

2
階
建
・
瓦
葺ぶ

き

・
３
１
４
㎡
で
、
天

保
9
（
１
８
３
８
）
年
ご
ろ
に
建
築

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
石
井
家
住
宅
御
小
休
所
御
門
」

は
、
木
造
・
銅
板
葺
・
間
口
2
・
7

ｍ
で
、
明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
に

明
治
天
皇
が
北
陸
御ご

じ
ゅ
ん
こ
う

巡
幸
の
際
、
石

井
家
が
御
小
休
所
に
な
る
と
き
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■ 

明
治
天
皇
北
陸
御
巡
幸

　
明
治
5
（
１
８
７
２
）
年
か
ら
18

（
１
８
８
５
）
年
の
間
、
明
治
天
皇

は
、
6
回
に
わ
た
り
全
国
を
御
巡
幸

さ
れ
、そ
の
う
ち
の
3
回
目
が
北
陸
・

東
海
道
で
し
た
。

　
明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
8
月
30

日
に
東
京
を
出
発
、
埼
玉
・
群
馬
・

長
野
を
経
由
し
、
9
月
10
日
、
新
潟

県
（
現
在
の
妙
高
市
）
に
到
着
さ
れ

ま
し
た
。

　
上
越
か
ら
中
越
を
経
由
し
、
新
潟

や
新
発
田
に
滞
在
・
宿
泊
さ
れ
、
そ

の
後
、
20
日
に
山
崎
御
小
休
所
に
到

着
、
水
原
行あ

ん
ざ
い
し
ょ

在
所
の
佐
藤
伊
左
衛
門

邸
で
昼

ち
ゅ
う
さ
ん餐
（
昼
食
）、
分
田
御
小
休

所
の
石
井
孫
太
郎
邸
で
休
憩
さ
れ
ま

し
た
。

■ 

分
田
御
小
休
所
の
石
井
孫
太
郎
邸

　
明
治
天
皇
が
現
在
の
阿
賀
野
市
内

を
通
ら
れ
た
際
、
行
在
所
や
御
小
休

所
に
な
っ
た
場
所
は
3
か
所
あ
り
、

最
後
の
御
小
休
所
が
分
田
の
石
井
邸

で
し
た
。

　
石
井
邸
で
は
、
当
主
の
石
井
孫
太

郎
が
、
銘
菓
「
越
の
雪
」
や
ナ
シ
・

ブ
ド
ウ
な
ど
を
献
上
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
休
憩
さ
れ
る
部
屋
に
は
、
欄
間
に

扁へ
ん

額
が
掲
げ
ら
れ
、
姿
を
映
す
鏡
が

置
か
れ
ま
し
た
。

　
お
礼
の
下か

賜し

品ひ
ん

は
、
菊
の
紋
章
付

き
三
ツ
組
木
杯
一
組
、
白し

ろ

羽は

二ぶ
た

重え

一い
っ

疋ぴ
き

、
金
15
円
と
そ
の
目
録
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
御
巡
幸
を
記
念
し
、

供ぐ

奉ぶ

員
（
随
行
員
）
の
書
に
よ
る
碑

も
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
明
治
天
皇
は
石
井
邸
を
出
発
さ
れ

た
後
、
稗ひ

え

河か
わ

原ら

場ば

の
御お

野の

立
た
ち

所じ
ょ

か
ら

阿
賀
野
川
に
舟
を
並
べ
、
橋
の
代
わ

り
に
し
た
舟ふ

な

橋ば
し

を
通
り
、新し

ん

郷ご

屋や

（
現

在
の
新
潟
市
秋
葉
区
）
に
向
か
わ
れ

ま
し
た
。

《
参
考
文
献
》
水
原
町
編
年
史
・
水

原
の
歴
史
風
土
・
笹
神
村
史
・
続
笹

神
風
土
記
ほ
か

菊の紋章付き三ツ組木杯

明治天皇が姿を映された鏡
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【材料】（4人分）

ダイコン…………………………150g
ホウレンソウ……………………100g
モヤシ……………………………200g
白いりごま…………大さじ1と 1／ 3
一味唐辛子………………………適量
すりおろしニンニク………1／ 2かけ
塩………………………小さじ1／2弱
砂糖…………………………大さじ 1.5
酢………………………………大さじ 2
ごま油…………………………大さじ 1

★ 3月号の正解は次のとおりです★ ☆応募の方法など☆

★ 3月号の当選者
・P.N しまらっきょさん　・P.N レインボーさん
・P.N 山んばガールさん 　・P.N みのちゃんさん
・P.N ポン助さん　・P.N ムックさん
・P.N べりたんさん　・P.N 米こうじきみまろさん
・P.N ごずっちょばあちゃんさん　・P.N ちろさん

《応募総数 44 通　38 通正解》

ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違う所があります。

クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、郵

便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、は

がきや電子メール、ＦＡＸで 4月 16 日（月）必着

で応募してください。電子メールの場合は、件名を

「広報クイズ」としてください。当選者の発表をペン

ネームで希望する人は、その旨をお書きください（氏

名も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で

10 人にごずっちょグッズをプレゼントします。

応募先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付け

ると簡単です。ホー

ムページにも応募用

紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などを

お書きください。

　間違いの所をペンで囲み、携帯電話やスマートフォ

ンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応募し

ても OKです。感想・意見を忘れずに !

紙面

　京ヶ瀬幼稚園の園児たちです（平成 29 年 11 月 1 日撮影）。京ヶ瀬幼稚園は 4月 1日から認定こど

も園になりました。今年度中に 0～ 2歳児の受け入れを始める予定です。※左側が実際の写真です。

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
ダイコンナムル　（81kcal　塩分 0.6g）

【作り方】

① ダイコンは皮をむき、太めの千切りにする。

ホウレンソウは塩ゆでして絞り、3㎝に切る。

② ダイコンとモヤシをゆで、水気をよく切り、

ホウレンソウとともに合わせておく。

③  A を混ぜ合わせ、②とあえる。

あなたに挑戦

「写真クイズ」

クックパッド　阿賀野市 検索

★今月のプレゼント★

ミニタオル＆
ごずっちょシール

A

ル＆ル＆ルミニタオルミ ＆＆＆＆＆＆＆タオル＆ミニタオル＆

のプレゼンプののプレゼン

調味料も自分で作ります。お好みで味を調えることができます。

南

西

北

東

あ
い
さ
つ
は
地
域
の
支
え

　
あ
の
寒
さ
が
う
そ
で
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
、
日
ご
と
暖
か
さ
が
増
し
て

き
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
新
年
度
、

先
月
7
日
付
け
の
新
潟
日
報
「
窓
欄
」

で
小
学
生
の
投
稿
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　「
私
の
学
校
は
毎
朝
玄
関
で
あ
い
さ

つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
毎

日
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
い
る

け
ど
、
正
直
に
言
う
と
あ
ま

り
大
き
な
声
で
は
な
い
し
、

笑
顔
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
低

学
年
は
元
気
に
あ
い
さ
つ
し

て
い
る
け
ど
、
高
学
年
は
あ

ま
り
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て

い
な
い
し
、
校
長
先
生
と
目

を
合
わ
せ
な
い
人
も
い
ま
す
。

（
中
略
）
最
近
は
校
長
先
生

も
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
ま
り

言
わ
な
い
の
で
あ
い
さ
つ
は

よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
ま

ま
の
あ
い
さ
つ
を
続
け
て

い
る
と
、
良
い
あ
い
さ
つ
の
人
も
だ
ん

だ
ん
や
る
気
が
な
く
な
る
し
、
あ
い
さ

つ
さ
れ
る
人
も
あ
ま
り
良
い
気
分
に

は
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
あ
い
さ
つ
運
動
の
人
も
や
り

が
い
を
感
じ
な
く
な
り
、
や
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）

あ
い
さ
つ
を
し
て
全
校
や
先
生
方
が

毎
日
元
気
で
明
る
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
高
学
年
が
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　
以
前
放
送
さ
れ
た
朝
ド
ラ
「
花
子

と
ア
ン
」
で
、
東
京
の
英
和
学
校
に

入
学
し
た
は
な
に
対
し
、父
は
「
グ
ッ

ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」「
グ
ッ
ド
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
」「
グ
ッ
ド
イ
ブ
ニ
ン
グ
」

さ
え
覚
え
て
お
け
ば
何
と
か
な
る
と

話
す
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
趣
旨

は
違
い
ま
す
が
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
は
あ
い
さ
つ
で
す
。

　
あ
い
さ
つ
は
防
犯
に
も

役
立
ち
ま
す
。
薩
摩
藩
は

幕
府
の
隠
密
に
国
情
を
知

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、特
別
な
言
葉
を
つ
く
っ

た
そ
う
で
す
。
薩
摩
弁
で

話
さ
れ
る
と
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
全
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
対

策
に
も
有
効
だ
そ
う
で
す
。

電
話
が
あ
っ
た
ら
方
言
で

と
り
あ
え
ず
話
し
て
み
て
、

相
手
が
動
揺
し
た
ら
詐
欺

だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。

　
も
う
一
つ
、「
無
財
の
七
施
」
に
つ
い
て
、

温
か
い
眼
差
し
、
明
る
い
笑
顔
、
優
し

い
言
葉
、
奉
仕
の
精
神
、
感
謝
の
言
葉
、

譲
り
合
い
、
ね
ぎ
ら
い
。
こ
れ
ら
は

心
掛
け
一
つ
で
誰
も
が
簡
単
に
で
き
、

自
分
も
周
り
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
人
と

出
会
っ
た
ら
あ
い
さ
つ
す
る
と
い
っ
た

輪
を
、
ぜ
ひ
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

田
中
清
善

昭
和
の
大
合
併
ま
で
堀
越
村
の
中
心
地

　
大
字
堀
越
の
堀
越
上
・
堀
越
中
・
堀

越
下
・
町
村
・
堀
越
外
城
・
坂
町
は
、
市

役
所
か
ら
国
道
49
号
で
阿
賀
町
方
面
に

約
2
・
8
㎞
進
ん
だ
先
か
ら
上
堀
越
交

差
点
付
近
ま
で
の
沿
線
約
６
０
０
ｍ
を
中

心
に
、
一
体
的
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
4
月
に
水
原
町
、
堀
越
村
、

分
田
村
が
合
併
し
、
水
原
町
が
新
設
さ

れ
る
ま
で
、
堀
越
村
の
中
心
地
で
、
そ
の

村
社
で
あ
っ
た
八
幡
神
社
が
あ
り
ま
す
。

「
堀
越
大
字
会
」
が
自
治
会
を
統
括

　
6
つ
の
自
治
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治

会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
統

括
す
る
組
織
と
し
て
「
堀
越
大
字
会
」
が

あ
り
ま
す
。
役
員
に
は
、
3
年
任
期
の
総

代
に
各
自
治
会
か
ら
6
人
が
、
副
総
代
に

各
自
治
会
長
が
就
き
、
地
域
全
体
で
行

う
事
業
を
議
論
し
な
が
ら
決
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
八
幡
神
社
・
共
同
墓
地
・
堀
越

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
地
蔵
堂
の
管
理
や

消
防
団
・
子
ど
も
会
・
堀
越
シ
ニ
ア
青
年

団
等
の
支
援
、
農
家
だ
け
で
な
く
全
世
帯

が
参
加
す
る
農
業
用
排
水
路
の
掃
除
な

ど
を
地
域
全
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。
単
独

の
自
治
会
で
は
取
り
組
み
に
く
か
っ
た
防

災
も
、
平
成
23
年
か
ら
毎
年
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
28
年
に
防
災

組
織
を
つ
く
り
、
市
主
催
の
防
災
塾
受
講

や
防
災
備
蓄
品
の
集
中
管
理
な
ど
、
安
全

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

地
域
の
元
気
の
素
「
堀
越
シ
ニ
ア
青
年
団
」

　
老
人
ク
ラ
ブ
も
地
域
全
体
で
運
営
し
て

き
ま
し
た
が
、
会
員
数
の
減
少
で
維
持
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
が
集
う
場

は
必
要
な
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
1
月
に

有
志
7
人
で
発
足
し
た
の
が
「
堀
越
シ
ニ

ア
青
年
団
」
で
す
。「
シ
ニ
ア
の
元
気
は
村

の
元
気
」「
楽
し
く
な
け
れ
ば
村
お
こ
し
は

で
き
な
い
」
を
基
本
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
の
八
幡
神
社
の
秋
ま
つ
り
で
は
、

お
手
玉
配
布
や
竹
馬
体
験
、
紙
ヒ
コ
ー

キ
飛
ば
し
大
会
、
メ
ダ
カ
す
く
い
な
ど
を

実
施
。
3
月
の
春
ま
つ
り
で
は
、
餅
つ
き

大
会
を
行
い
、
餅
を
振
る
舞
っ
て
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
2
月
の
第
1
回

堀
越
雪
ま
つ
り
で
は
、
雪
合
戦
や
そ
り
遊

び
な
ど
で
雪
遊
び
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
、
カ
モ
汁
・
甘
酒
を
提
供
し
冷

え
た
体
を
温
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
昨
年

度
は
こ
の
他
、
堀
越
農
村
公
園
の
草
刈
り
・

清
掃
や
あ
い
さ
つ
運
動
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
、
防
災
頭
巾
の
製
作
・
配
布
、
ち

ま
き
作
り
講
習
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
団
員
は
44
人
と
な
り
、
活
動
の
際

は
の
ぼ
り
を
立
て
、
そ
ろ
い
の
赤
い
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
着
て
、
地
域
貢
献
と
融
和
の
た

め
年
間
を
通
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
が
一
体
と
な
る
活
動
を
続
け
て

　
6
つ
の
自
治
会
で
は
、
各
自
治
会
を
尊

重
し
つ
つ
、
堀
越
大
字
会
や
堀
越
シ
ニ
ア

青
年
団
等
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
全
体

が
一
体
と
な
り
、
世
代
間
交
流
を
進
め
な

が
ら
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
中
島
菊
衛
さ
ん
ほ
か
5
人
）

■世帯数 154
■人　口 560

（3月 1日現在）

市役所から新潟交通観光バス
㈱路線バス水原・安田・五泉
石間中線で 15分（堀越下車）。

八幡神社秋まつりでのだんごまき（平成 29 年 8 月）

堀越

● 

今
月
は 

堀ほ
り

越こ
し 

で
す 

●

堀
越
上
・
堀
越
中
・
堀
越
下
・
町
村
・
堀
越
外
城
・
坂
町
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「せいくん」は、うごきまわるのが だいすきなんだ！ いまは 

ハイハイを がんばっているけど、もうちょっとで あるけそうに

なるよ。あるけるようになったら、ママやパパと おさんぽをし

たり、こうえんに いったりしたいなー。おにいちゃんたちとも

いっしょにあそんで、これからも なかよくしていくよ！

【人の動き】 人口 43,073 人（－ 36） 男 20,821 人（－ 22） 女 22,252 人（－ 14） 世帯数 14,419（±0)

平成 30 年 3 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 24 人・死亡 43 人・転入 47 人・転出 64 人

　3 月 8 日、出湯保育園の園児 24 人が、う

ららの森農園ハウスで「うららトマト」の収

穫を体験しました。園児たちは職員から収穫

方法の説明を受けた後、赤く実ったトマトを

選びながら収穫していました。

釣巻正春さん（渡場）宅の「そら」くん

　新潟交通観光バス㈱の「中島三差路」バス

停に上屋を設置しました。市では今後も、公

共交通の待合環境の向上を図るため、利用者

数や設置するスペースなどを考慮して、優先

度の高いバス停から整備を進めていきます。

　ぼくの名前は「そら」。11

歳のミニチュアダックスフ

ントだよ。

　誕生日が 5 月 5 日で、飼

い主の双子のお姉さんたち

と同じ日なんだ。

　好きな食べ物は柿とヨーグル

ト。家の庭に柿の木が植えてあっ

て、その木に実った柿が一番お

いしいんだ。

長澤 星
せ い

依くん（1歳）／姥ヶ橋（パパ伸明さん・ママ博子さん）
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